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祭
式
の
伝
統
を
守
る
こ
と	

小
野
和
伸

昨
秋
に
“
第
二
の
祭
式
教
室
”
と
も
言
う
べ
き
教
場
が
竣
功
し
た
こ
と
は
、
神
職
を
志
す
学
生
の
神
前
作
法
の
修
得
に
、
そ
の
役
割
を
充

分
に
果
た
し
て
い
る
と
言
え
る
。
平
成
十
四
年
に
神
道
文
化
学
部
が
新
た
に
開
設
さ
れ
、
爾
来
神
職
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

就
学
す
る
学
生
が
増
加
の
一
途
を
た
ど
る
と
、
必
須
科
目
で
あ
る
祭
式
を
学
ぶ
教
場
が
、
既
存
の
祭
式
教
室
だ
け
で
は
賄ま

か
な

え
な
く
な
っ
た

為
に
、
そ
れ
を
補
う
教
場
の
存
在
が
求
め
ら
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。
今
日
、
相
並
ぶ
双
方
の
祭
式
教
室
が
完
備
さ
れ
た
こ
と
で
講
義
や
補
講

の
機
会
が
膨
ら
み
、
そ
の
中
で
真
剣
に
稽
古
に
取
り
組
む
学
生
の
姿
を
目
に
す
る
度
に
、
積
年
の
夢
が
叶
え
ら
れ
た
充
足
感
が
得
ら
れ
、
正

に
「
祭
式
の
國
學
院
」
の
名
に
相
応
し
い
環
境
が
整
っ
た
こ
と
を
実
感
す
る
。

祭
式
と
皇
典
講
究
所
及
び
國
學
院
大
學
と
の
関
係
は
深
い
。
国
家
管
理
の
下
で
明
治
八
年
に
「
神
社
祭
式
」
が
制
定
さ
れ
て
も
、
神
職
の

作
法
が
区ま

ち
ま
ち々

で
祭
祀
奉
仕
の
不
備
な
点
が
顕
著
で
あ
っ
た
当
時
の
状
況
を
危
惧
し
、
青あ
お

戸と

波な
み

江え

（
松
江
出
身
の
国
学
者
、
皇
典
講
究
所
教

授
）
は
明
治
三
十
一
年
頃
か
ら
神
職
研
修
会
を
自
主
的
に
開
催
し
、
作
法
の
統
一
と
神
職
の
資
質
向
上
に
務
め
る
。
そ
の
実
績
が
認
め
ら

れ
、
内
務
大
臣
よ
り
祭
式
作
法
の
法
令
の
原
案
作
成
を
委
託
さ
れ
た
皇
典
講
究
所
は
、
青
戸
波
江
を
中
心
に
研
究
を
重
ね
、
遂
に
明
治
四
十

年
に
内
務
省
告
示
「
神
社
祭
式
行
事
作
法
」
を
完
成
さ
せ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
世
に
言
う
“
青
戸
祭
式
”
で
あ
る
。
祭
祀
執
行
上
の
細

則
で
あ
る
行
事
と
作
法
が
規
定
化
さ
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
後
の
全
国
的
な
作
法
の
統
一
に
大
き
く
寄
与
し
、
そ
の
姿
が
今
日
の
神
社
祭
祀
に
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も
継
承
さ
れ
て
来
て
い
る
こ
と
を
思
う
と
、
皇
典
講
究
所
が
作
法
の
規
範
を
作
成
し
た
功
績
は
、
歴
史
を
画
す
る
重
要
な
出
来
事
だ
っ
た
の

で
あ
る
。

神
社
祭
祀
に
関
わ
る
諸
制
度
は
、
世
情
や
斯
界
の
要
求
等
に
よ
り
適
宜
制
定
・
改
正
が
行
な
わ
れ
た
が
、
常
に
國
學
院
大
學
は
そ
の
中
枢

に
立
っ
て
神
宮
司
廰
や
皇
學
館
大
學
等
の
有
識
者
の
意
見
を
精
査
し
、「
神
社
祭
式
行
事
作
法
」
の
骨
格
づ
く
り
を
精
力
的
に
行
な
っ
て
来

た
。
殊
に
皇
紀
二
千
六
百
年
の
奉
祝
に
際
し
（
昭
和
十
七
年
改
正
）、
ま
た
戦
後
宗
教
法
人
と
位
置
付
け
ら
れ
た
神
社
本
庁
設
立
に
際
し

（
昭
和
二
十
三
年
制
定
）、
更
に
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
に
よ
る
独
立
回
復
を
気
運
に
し
た
「
神
社
祭
式
同
行
事
作
法
儀
註
」
見
直

し
に
際
し
（
昭
和
四
十
六
年
改
正
）、
祭
式
の
普
及
と
向
上
へ
向
け
て
國
學
院
大
學
は
「
神
社
祭
式
行
事
作
法
」
作
成
に
尽
力
し
た
。
青
戸

波
江
の
高
弟
で
あ
っ
た
金か

ね

光み
つ

慥そ
う

爾じ

（
國
學
院
大
學
教
授
・
神
社
本
廰
祭
式
講
師
）
が
、
こ
の
戦
前
戦
後
の
混
乱
期
を
通
じ
て
神
社
界
を
守
っ

た
功
労
者
で
あ
り
、
國
學
院
大
學
の
祭
式
を
支
え
た
第
一
人
者
で
あ
る
。
祭
式
の
発
展
に
生
涯
を
捧
げ
る
と
共
に
『
祭
式
大
成
　
調
度
装
束

篇
』
を
著
し
、
神
社
有
職
故
実
の
指
導
的
立
場
と
し
て
活
躍
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。

“
恩
師
の
教
え
を
守
る
の
が
弟
子
の
務
め
”
と
は
、
父
小お

野の

和か
ず

輝て
る

が
常
に
心
に
掛
け
て
い
た
言
葉
で
あ
る
。
父
は
金
光
慥
爾
に
師
事
し
、

四
十
年
に
亘
り
國
學
院
大
學
教
授
並
び
に
神
社
本
廰
祭
式
講
師
と
し
て
祭
式
の
指
導
に
携
わ
っ
た
が
、
國
學
院
大
學
の
神
社
界
に
果
た
し
て

来
た
史
実
を
踏
ま
え
、
師
の
教
え
を
堅
実
に
継
承
す
る
か
ら
こ
そ
伝
統
が
守
ら
れ
る
こ
と
の
必
然
性
を
説
い
た
の
で
あ
る
。
父
が
著
し
た

『
祭
式
大
成
　
男
女
神
職
作
法
篇
』
は
恩
師
の
書
名
を
受
け
継
い
だ
書
籍
で
あ
り
、
堅
固
な
師
弟
関
係
の
証
左
と
言
え
る
。
私
は
國
學
院
大

學
の
非
常
勤
講
師
と
し
て
二
十
余
年
祭
式
の
指
導
に
当
た
り
、
今
年
度
よ
り
専
任
と
し
て
教
壇
に
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
が
、
神
社
界
に
於
け

る
國
學
院
大
學
の
存
在
意
義
や
「
祭
式
の
國
學
院
」
と
称
さ
れ
る
意
味
は
承
知
し
て
い
る
つ
も
り
で
あ
る
。
祖
父
か
ら
三
代
に
亘
り
國
學
院

大
學
で
教
鞭
を
と
る
こ
と
と
な
っ
た
母
校
と
の
御
縁
に
感
謝
し
つ
つ
、
今
後
も
祭
式
の
伝
統
を
守
る
こ
と
を
責
務
と
し
、
後
継
者
の
育
成
に

邁
進
す
る
覚
悟
で
あ
る
。
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神
社
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）


